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今年は 6月から猛暑が始まり，現在，お盆も明け
て，既に 8月後半にもかかわらず，相変わらず全国
で体温超えの日々が続いています。予報では秋も高温
が続くとのこと。私自身，昨今の気候変化に，心も体
もなかなか対応できないこの頃です。
新潟大学眼科が担当させていただいた第 129 回日
本眼科学会（日眼総会）は，4月の東京での現地開催と，
5月から 7月までのオンデマンド配信を併せて，無
事，終了することができました。ご参加，ご支援いた
だきましたすべての皆様に，心より感謝申し上げま
す。日眼総会と臨床眼科学会は日本の 2大眼科学会
で，特に日眼総会は今回で第 129 回と，臨床系の医
学学会では最も長い歴史と伝統を持つ学会です。そん
な日眼総会は，主管校の私たちが扱うには規模が大き
すぎて，準備段階で，どんなビジョンを描けば良いの
かがまったくわかりませんでした。色々と考えたあげ
くに，各方面から助言をいただいて，できることをい
ろいろと試みてみよう，次の世代につながる日眼総会
を目指そうということにしました。眼科学会というの
は学術的な議論の場であるだけでなく，今後の眼科の
在り方を模索する場でもあると思います。さまざまな
提案があって，さまざまな議論につながっていくもの

だと思います。そのような意味で，今回の日眼総会は
日本の眼科にとって良い機会を提供できたのではない
かと密かに自負しています。ありがとうございまし
た。
さて，『眼科』第 67巻第 9号をお届けします。今
回の特集は「白内障手術の最先端」です。白内障手術
は眼科診療の基本です。超高齢化の日本において，健
康寿命の延長や高齢者のQOL維持に，眼科医は白内
障手術を通して多大な貢献をしていると言って良いと
思います。近年はますます医療におけるQOLへの関
心が高まり，ただ手術によって矯正視力を改善させる
だけでなく，より便利で快適な術後を提供することが
求められています。ただ，視覚はひとつの感覚であ
り，同じことが生じても感じ方は個々で大きく違いま
す。いろいろな新しい技術とともに，それぞれの患者
さんにとってより良い視覚を提供したいものだと思い
ます。また，本号ではアレルギー性結膜炎，角膜クロ
スリンキング，眼球突出の 3件の綜説が寄稿されて
います。いずれも日常臨床で身近な話題です。是非，
参考にしていただきたいと思います。
今月号の『眼科』も，興味深い内容が満載です。ご
一読いただければと思います。� （福地健郎・記）
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